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1.は じめに

平成 12年 3月「食料・農業・農村基本計画」が

策定され,「食料自給率の向上」等,今後の農政

の基本方向が示され,畜産分野においては,土地

利用型農業の基軸という本来の意義を再確認し,

飼料自給率の高い「土・草・牛」という生産要素

のバランスのとれた経営の確立が重要とされてい

る。

一方,東北・北海道地域は,豊富な土地資源に

恵まれているものの,公共牧場の利用率低下,遊

休桑園が増加,転作田の有効利用等の課題を抱

え,肉牛飼養頭数も減少傾向にある。

そこで,大規模公共草地での放牧を組み入れた

黒毛和種の低コスト生産技術の開発を目的に平成

6年から放牧子牛の発育向上,飼養管理の合理化

を目指した技術開発を行い成果を得たので概要を

報告する。

表-1 公共牧場の現状

2 公共牧場の現状
(1)放牧利用割合について

県内 125ケ 所の公共牧場における利用頭数を,

飼養頭数割合で比較すると,日本短角種の利用率

が高い。黒毛和種は放牧頭数が増加傾向にある

が,繁殖牛飼養農家の放牧利用率は約10%と 低く

放牧日数・管理人数・放牧 1頭当たり草地面積や

受胎成績等は牧場間でばらつきが見られる (表―

1)。

9)稼働率について
「稼働率が高い」と回答した公共牧場は全体で

わずか 8ケ所 (68%)であつた。特に利用形態別

では乳牛育成牧場が5ケ所 (417%)が「稼働率が

高い」と回答したのに対し,肉牛預託牧場,乳肉

混牧預託牧場ではそれぞれ2ケ所 (25%),1ケ 所

(42%)に過ぎず,肉牛では稼働率が高い牧場割

合は低かつた (表 -2)。

用
乳 牛

黒 毛 短 角

飼養頭数 ① 19,320頭    50,590 5,541

放牧面積 (牧養力②)     (:髯
あ

Ha   (la138)   
瀞響島

4`93 
頭

5,224          5,506放牧頭数 ③
飼養頭数に対する         23%      10
頭数割合 ④=③/①×100
牧養力に対する          81%      50
放牧割合 ⑤=③/②×100
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表-2 公共牧場の稼働率

表-3 稼働率の低い要因

「稼働率が低いJと 回答した公共牧場 64ケ 所の

うち61ケ所がその理由として「地域の飼養農家が

減少したJを あげており,こ れが最大の要因と
なっている。また,黒毛和種を専門に預託してい

る公共牧場では「農家が放牧を敬遠Jが 4ケ所
(210%)と なっており,黒毛和種では農家の意識
として放牧がまだ定着していないことが伺える。

次いで「牧場の飼養技術が良くないJ2ケ所 (105

%)と なっている。その他「農家へのPR不足」と
の回答も得られている。また,乳肉混牧預託牧場
でも「農家が放牧を敬遠」が3ケ所 (143%)あ っ
たが,これらは全て乳牛と黒毛和種の組み合わせ

であった (表 -3)。

3 繁殖経営農家のアンケート調査結果
遠野市内の黒毛和種繁殖経営農家のアンケート

調査結果 (201戸 回答)を見ると,「放牧する理由」

として上位にあげられたのは,繁殖雌牛,育成牛
では,「手間がかからない」70%,「牛が健康にな

る」69%であった。

また,冬期預託についてはどう思うかについて

は,「堆肥生産の意味もあり利用しない」60%,
「冬期間は耕種部門の作業もなく預託しない」73

%であり,夏期放牧の重要性が確認された。ま
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た,子牛を放牧しない理由としては,「市場での

評価が低いから」50%,「発育が悪いから」49%,

「市場に出荷するまでの飼い直しが大変」47%,

「標準的な発育のためには青草だけでは足りない

と思う」46%と 続いている。

現在,放牧をしていない人に今後子牛を放牧す

る可能性について質問した。68%が「ある」と回

答し,そのための条件としては,「発育が良くな

ること」32%,「牧野で配合飼料を与えてほしい」

27%,「市場での評価が高くなること」24%であ

った (表-4～ 6)。

表-4 繁殖雌牛を放牧する理由 (複数回答)

件数 割合(%)
手間がかからない

牛が健康になる

繁殖成績が良くなるから

飼養頭数が増やせるから

糞尿の処理が大変なので

粗飼料が足りないので

牧野での管理がよいから

牛舎が狭いので

料金が安いので

表-5 子牛を放牧する理由 (複数回答)

件数 割合(%)
牛が健康になる

手間がかからない

牧野での管理がよいから

牛舎が狭いので

飼養頭数が増やせるから

粗飼料が足りないので

糞尿の処理が大変なので

表-6 子牛を放牧しない理由 (複数回答)

項    目 件数 割合(%)
市場での評価が低いから

発育が悪くなるから

市場に出荷するまでの飼い直しが大変

標準的な発育に青草だけでは足りない

子牛は放牧に適していないと思う 17

事故の確率が高いから

牧野まで行って飼料を与えるのが大変

放牧料金が高いから

メリットを感じないから

牧野の管理が悪いから

牧草の状態が悪いから

4.試験研究の経過

近年,畜産物市場の国際化が進展する中で,我

が国の大家畜生産は土地利用型による一層の低コ

ス ト化戦略が求められている。こうした現状に

おいて,今後,黒毛和種の飼養頭数規模の安定し

た拡大を図つていくためには,粗飼料生産の確
保・供給,労働力の低減,生産費の一層の節減が

必要でありこれらを補完するため放牧利用への期

待は大きい。

しかしながら,従来からまき牛生産方式を主流

としてきた公共牧場等では,高品質牛肉生産のた

め,優良精液を用いた人工授精による繁殖管理体

制へと転換しなければならず,効率的な集団管理

システムの確立が必要とされている。

一方,黒毛和種放牧子牛は放牧期間中の運動量

の増加に伴うエネルギー消費により,発育遅延と

なり,市場評価が低下することが問題とされてい

る。また,育成牛に比べて栄養要求水準の低い妊

娠牛については,牧草地と併せて周辺の野草地の

有効な利用を検討する必要がある。

こうした背景のもとで,大規模公共草地での黒

毛和種の多頭数飼養を前提とし,親子放牧におけ

る哺乳と人工授精の効率化,省力的管理用施設に

ついて平成 6年度から検討した。

また,平成H年度からは真に公共牧場の有効活

用と黒毛和種の振興を図るために,「市場評価向
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上を目指した黒毛和種肥育素牛の集約放牧育成技

術」に取り組んでいるところである。

5 主な研究成果 (抜枠)
放牧地において人工授精を的確に実施する目的

で,食餌性条件反応を応用した牛群誘導技術を活

用する黒毛和種親子放牧牛群の牛群看視及び発情

発見に関する研究成果を紹介する。

1)成果の内容

(1)条件音の選定

条件音として,①笛 (ホイッスル),②鉄製の

鈴,③真鍮製の鐘 (大・小),④車のクラクシヨ
ン,⑤人声で比較した結果は,放牧牛の音に対す

る感受性が最高に達する2,000Hz前 後の周波数で

音量が最大となるのは,車のクラクションと真鍮

製の鐘 (大)であつた。

両条件音とも測定した周波数域で大きな変化が

ないことから,放牧牛の音響誘導における適正な

条件音は,車のクラクシヨン及び真鍮製の鐘 (大 )

が最適と認められた (図 -1)。

(21 集畜時間の設定

放牧牛を音響誘導するため,牛群を効率的に誘

導できる時間帯を調査した結果,放牧牛の採食時

間帯は日の出から,8時頃までに集中して採食す
るが,8時過ぎからlo時頃までは採食行動が見ら

れなかった。

また,集畜できなかった放牧牛の行動として授

乳中が 692%と 多く,悪天候の要因も77%あ つ

た。このことから,集畜する時間帯は採食直後に

授乳することと,さ らに看視員の牧野到着時間も

考慮すると9～ 10時の時間帯が最適であると考え

られた (図 -2)。

い)放牧牛誘導頭数率
平成6年の音響による牛群誘導初年目は,学習

期間を入牧後 1日 2回の lo日 間とし,条件音を用

い,牛群が反応しなかった場合に人力で牛群を集

畜する手法で実施した結果,30回 目ごろまでは集

畜率は不安定であったが,その後条件音を変更し

てもほぼ 9o～ loo%で推移し,施設導入3年 目
(平成8年)には,10回 日以降安定した。この様に

高い誘導頭数率を確保した要因は舎飼時と同時間

ホイッスル 鈴  鐘(4ヽ)鐘 (大 )ク ラクション 人声
周波数 2,000Hz

図-1 音声誘導に適した条件音

時刻

図-2 放牧牛の採食行動パターン

表-7 集畜率

平成 6年 平成 7年 平成 8年

969% 84.6'そ 94696

音源 :平成 6年一ホイッスル ,
平成 7年一ホイッスル,
平成 8年一鐘 (真鍮)

学習期間 :1日 1～ 2回 ,10日間
報酬として濃厚飼料を100～ 150g給与

音量 (db)
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図-3 条件音別誘導頭数率

帯に濃厚飼料を給餌したことによるものであり,

翌年以降は音響に対する経験牛が含まれていたこ

とが考えられる。なお,各年とも,安定した後に

大きく低下する時期が数回あつたが,濃霧・雨等

の気象条件,草量不足による脱柵,隣接野草地へ

の転牧等の要因によるものと考えられた (図 -3)。

“

)放牧管理労力の比較
放牧牛 1頭当たりの看視時間は,平成7年で試

験区020分 ,対照区で056分であり,対照区に要

した時間の35%程度看視作業ができた。平成8年

については,試験区018分,対照区022分とほぼ

同等の時間であつたが,看視人 1人 1頭当たりの

看視に要した歩数は試験区573歩 ,対照区751歩

であり,対照区と比較して76%の運動量で看視作

表-8 看視労力の比較 (放牧牛 1頭当たり)

平成 7年 平成 8年

時間〈分 ) 時間 (分)歩数 (歩 )

業が可能であつた。

また,人工授精1回当たりの捕獲・保定労力は,

試験区,対照区で明確な労力の差が認められ,対

照区に比べ平成7年は52%,平成8年は78%の時

間が軽減された。このことから,音響誘導を用い

て放牧牛を 1日 1回集畜スペース (シ ュートのあ

るパドック)に集めることにより,放牧牛の看視

作業及び発情牛の捕獲 保定の時間の短縮が図ら

れた (表-89)。

6 現在実施中の試験研究
1)研究の方向

現在実施中の試験研究課題「市場評価向上を目

指した黒毛和種肥育素牛の集約放牧育成技術の確

立」は,平成 H年～15年度まで実施予定である。

公共草地や遊休野草地利用の放牧が推奨されて

いるものの,放牧育成した肥育素牛は舎飼いに比

べて発育や見栄えが悪く,肥育特性が不明との理

由で市場価格が不当に低く評価される傾向が見ら

れ,肉用牛飼養農家から,放牧肥育素牛の発育向

上技術及びその肥育特性の解明が強く求められて

いる。

共同研究の課題構成は以下のとおり。

≪現地支援研究≫

①肥育素牛生産における経営構成 技術構造の分

析

②肥育素牛生産における放牧利用の展開方向の解

明

③市場価格形成と土地利用型生産方式の解明

≪技術開発研究≫

①集約放牧と補助飼料活用による発育向上技術

０

　

６

２

　

５

０

　

０

区
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験

照

試

対

0.18

022

573

751

対照区 :大牧区 (2～ 6ha)での輪換放牧

表-9 人工授精 1回当たりの捕獲・保定労力の
比較

頭数  時間(分)人員(人 )
平成 7年 試験区

対照区

23

13

77

16.1

20

36

平成 8年 試験区
対照区

13

15

34

155

10

30

-35-



②放牧草地の草生産性平準化技術

③遊休農地等を活用した畜産的利用技術 (放牧利

用・粗飼料生産調整)の確立

④放牧育成肥育素牛の肥育特性の解明

≪体系化実証試験≫

①放牧 (遊休農地含む)に よる肥育素牛生産シス

テムの現地実証と経常経済評価

②遊体農地における粗飼料/fr産調整及び給与技術

の現地実証と経営経済評価

③放牧育成した肥育素牛の肥育過程及び肥育成績

及び経営経済効果

2)現在実施中課題の進捗状況

(1)現地支援研究

ア 放牧子牛の価格が低い要因は,舎飼子牛と
比較してkg当 たり価格に差がないことから,子牛

体重の小さいことが主な理由である (表 -10)。

イ アンケート調査により,放牧を導入した農
家は,購入飼料費を3割節減できるとともに,飼

養管理時間の大幅な短縮が図られていた。また公

共牧場には,労力軽減や粗飼料供給など活性化の

拠点としての役割が期待されている。

表-10 舎飼育成牛と放牧育成牛の価格差 (kg単
価 :円 )

舎飼育成 放牧育成   差
(A)   (B)  (A― B)

P値 *

0)技術開発試験
ア 放牧子牛の市場出荷までの発育向上技術
a 親子放牧した肥育素牛に体重比1%の濃厚
飼料を給与することにより,日標である一日あた

り増体重 (daily gain以下DGと いう)09峰以
上を達成できた。 (青森県・岩手県)(表 -11)

また,早期離乳 (3ケ 月齢)し母子を分離した

放牧素牛は,単独で放牧しても代謝体重あたり濃

厚飼料50gを給与することによりDGlkg以上が達

成できた。また,放牧草は蛋白質含量が高いため

子牛用飼料の蛋白質含量を4～ 5%低下すること
ができる (北海道)。

b 放牧管理では,電気牧柵 2段張りで簡易な
小牧区とし,体牧間隔をlo日 としてきめ細かな輪

換放牧 (集約放牧という)にすることで多くの子

牛を放牧できる。また初夏の肥料散布が牧草の

均質な生育の最も適 していることを明らかに

した (岩手県)。

c 放牧子牛の衛生的な管理や牧草地の環境保
全を図るため,三陸沿岸の未利用資源であるカキ

殻を利用して,エサ場の泥淳化を防止する簡易な

技術を確立した (岩手県)。

イ.放牧子牛の肥育実証

肥育試験継続中。一部で,放牧子牛は,舎飼子

牛以上の肥育成績が得られている。

ウ 遊休桑同等の放牧利用技術
a 遊休桑園への簡易な牧草導入手法 とし
て,マ クロシードペレットを播種し,継続的な放

牧による雑草を抑制 した草地の造成体系を確

立した (福島県)。
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表-11 親子放牧による放牧子牛の増体重 (kg)

試験区分 悧 瀾躁ざ
放牧終了 試験終了時

日齢 体重 日齢 体重
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牧
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3155  3233

3200  2930

3178  3080

10   098

094   089

097   093

妙
雌
勁

，
′
　
７
′
　
７
′

く
υ
　

５^

一　
う
０

９

　
８

　
９

０

　
０

　
０

平成12年度
(補助飼料2%)

390  510
525   518

458  514

1846  2068

1925  1645

1886  1857

3060  3028

3240  2545

3150  2787

078   094

069   075
074   085

”

８‐

９４

１

　
０

　
０

４６

４０

４３

炒
雌
勁

-36-



b 遊休桑園及び転作田などにおいて,屋根や  (1)放牧子牛の発育向上
遮光シートを利用した天水の貯水施設を考案し,   ア.公共牧場での途中入牧子牛の発育改善手法
放牧牛に水量・水質の良い飲水の確保技術を開発   の検討。
した (福島県)。                  イ.放牧子牛の退牧から市場出荷までの育成方

工.転作田からの良質粗飼料生産性技術     法の検討。
小型機械体系 (ミ ニロールベーラー等)の作業   ウ.集約放牧に適した新品種導入の検討。
能率等の指標を明らかにするとともに,サイレー   エ.カ キ殻の泥淳改善効果についての永続性の
ジ調製の梱包密度を高める最も省力的な作業体系   検討。
を明らかにした (青森県)。            0)放 牧子牛の肥育実証

3)今後の問題点及び研究計画案          ア 放牧子牛と舎飼子牛の肥育比較の継続検討。

これまでに開発した新技術を公共牧場・農家等   イ.放牧期間の差による肥育特性の検討。
の実規模で現地実証し,農家への技術導入時の経  0)遊 体桑園等の放牧利用及び転作田からの良質
営経済評価を行う。また更なる技術を確立する  粗飼料生産技術。
ため,以下の項目について体系化した技術マニュ   農家等の所有面積規模及び飼養規模に対応した
アルを作成する。                技術の体系化について検討する。
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